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表 2 年間合計風乾収量1 は じ め に

アルファルファ混播草地の永続性を確保するためには,

草種構成割合を適正かつ安定的に維持することが重要な課

題となる。そこで,本試験ではアルファルファの草種構成

割合を乾物比で50～70%に維持するための窒素の施肥法に

ついて検討した。

2試 験 方 法

は)試験場所 :青森畜試場内 (前歴はオーチャードグラ
ス主体採草地)。 (2)試験処理 :表 1の とおり。 13)播種期 :

1988年 8月 H日。に)造成時の施肥 (10a当 たり):炭カル

をpH6 5矯正量,BMよ うりんをりん酸成分で20kg,基肥
をN― P,0,一 K20-3-6-6 kg,堆 厩肥を 4t。 (51利
用年の追肥量 (10a当 たり)及び供試肥料 :Nは試験処理
のとおり。P:0,及びK20は追肥毎にそれぞれ 5, 4 kg

施用。供試肥料はNが尿素,P,06が苦土重過石,K20
が硫酸加里。(6)供試草種,品種及び播種量 (10a当 たり):

アルファルファ(キ タワカバ,以下AL)2 0kgと オーチャー

ドグラス (オ カミドリ,以下OG)0 5kgの 混播。171Xl取回

数 :年 3回刈。(81試験規模 :1区 3× 3=9ピ ,4反復 ,
乱塊法。

表 1 試験処理

区 名
N施用量 (kg/10a)

早  春 1番草後 2番草後 合  計
000

333

555

0

3

5

0

3

5

0

3

5

0

9

15

300

033

3

0

0

3

0

3

3

6

500

055

5

0

0

5

0

5

3 試験結果及び考察

(D 窒素施肥法が収量及び草種構成割合に及ぼす影響
1)年間合計収量を表 2に示した。利用初年目 (1989

(kg/10a)
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年)における年間合計のAL収量は施肥量の多い555区 が
多収となり,最も低収量となった無施用区 (000区 )に対
して21%の増収を示した。AL収量は年間窒素施用量の増
加に伴って増収する傾向にあり,有意な正の相関関係 ←=
0847)が認められた。利用 2年日以降のAL混播草地に
対する窒素施用はイネ科牧卓の増加を招き,ALの収量が
減少するという報告り

2)が
多いが,本試験における利用初

年目ではこれらと逆の関係となった。これは,ALの スタ
ンドが確立していない時期には根粒の着生が不 1分なため

窒素固定能が発揮されず,ALの施肥反応が高く発現 した
ことによるものと推察される。したがって,利用初年日の

AL収量を確保するためには窒素施用が必要と判断された。
利用 2年目 (1990年)では,窒素施用法とAL収量の関
係は判然とせず,窒素無施用であっても十分な収量が得ら

れており,従来の知見と一致する結果となった。

2)等分分施した区について刈取期別に窒素の施用効
果をみると図 1の とおりである。1989年では各番車とも窒

素施用によりAL収量の増加が見られた。窒素施用区の収
量は無施用区と比較し,1番草で34～51%,2番草で 2～
10%,3番草で14～16%の増収を示しており,と くに根粒
の活動が弱いと考えられる1番草における窒素施用効果が

大きかった。

ALの草種構成割合 (以下AL率)は 1番草では32～43
%と低い割合であったが,2番草は各区とも60%程度とな

り,3番草では増施によって80～90%の高い値を示した。
AL混播草地におけるAL率はOGの雑草防除効果やサイ
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図 1 窒素施用量とAL収量及びAL率の関係
注 AL収量は無施用区を100と した指数。

レージヘの調製を考慮すると50～70%が適当と考えるが ,
3番草のAL率は窒素施用によって高まりすぎる傾向にあっ
た。したがって,利用初年目の窒素施用量は増llX率を考慮

して早春に5 kg, 1番 1卓後に3 kg/10aと するが, 2番草

後はAL率を抑え,OCの収量を確保するため無施用とす
ることが適当と考える。

1990年では2番草を除いて窒素施用により,AL収量は
減少する傾向を示し,無施用区に対して 3賭施用区で約20

%.5 kg施用区で約 5%の減収であった。 5 kg施用区のA
L収量が 3 kg施用区より高かったのは,当区のOGが初年
目に施肥障害のため減少したことによる。AL率は2, 3
番草で日標とする70%を越えることが多く,こ れら番草に

対してはAL率を抑制する施肥が必要と考えられた。この
ようなことから,利用 2年目以降の草地では,早春及び 1

番草後は窒素無施用とし,OGの生育を助長するため 2番
草後に3 kg/10a程 度施用することが適当と判断された。

12)牧草のN含有率及びCP収量
1)牧草のN含有率を表 3に示した。ALの N含有率

は各番草とも窒素施用量に影響を受けず,全般的に変動が

小さかった。また,OCの N含有率も2番草で窒素増施に
伴い高まる傾向を示したものの, 1,3番草ではALと 同
様に処理間の差が小さかった。このため,草種構成割合か

ら算出した草地全体としてみた場合のN含有率も施肥量間

の差が002～ 013%と 極めてイヽさかった。

2)CP収 量は表 4に示すとおりである。1989年では
増施に伴ってAL収量や全体収量が高まったため,無施用
区に対して 31g施用区で5%,5 kg施用区で10%増加した。

一方,1990年 は処理間の差が 3%以下と小さくなり,窒素

施用量を減らしてもCP収量への影響はほとんどないもの
と考えられた。

表4 CP収量 (kg/10a)
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表 3 N含有率 (DM中%)

4 ま と め

アルファルファ混播草地に対する窒素施肥はAL収量及
びAL率からみて利用初年目と2年目以降に区分するとと
もに,施肥配分を適正にする必要があることを認めた。具

体的な窒素施肥法については表 5に示すとおりである。

表5 アルファルファ混播草地の窒素施肥法
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区名
AL OG 草地全体
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注 利用 1～ 2年日の平均値。
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(kg/10a)

年次区分 早  春 1番単後 2番草後

利 用 1年 目
利用 2年目以降
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